
令和８年度第１回 静岡県立富岳館高等学校学校運営協議会議事録 
 

開 催 日 時 令和８年６月 15日（月）午後１時 30分から午後３時 30分まで 

開 催 場 所 静岡県立富岳館高等学校 応接室 

委 員 
飯倉 清太 会長   豊田 由美 副会長  角入 一典 委員 

佐野 禎威 委員   萩原 裕紀 委員 

学 校 

和田 めぐみ 校長  増田 佳子 副校長   

遠藤 弘美 事務長 

伊藤 清久 教諭 

髙田 晋松 教諭 

遠藤 晋一 教諭 

傍 聴 者 なし 

協 議 資 料 
令和８年度学校経営計画書 

学校教育活動への取組状況 

備 考  

 

1 開会 

  副校長が、開会を宣言した。 

 

２ 校長挨拶 

  委員を引き受けてくださり感謝する。 

  子供の数の減による学校再編が課題となっている。再編情報は県教委から提示されたもの 

 から順次開示していく。 

  これからの子供たちにつけさせたい力を話題とした。 

   ・失敗してもいいから自分で考え行動できる力。 

   ・自分から働きかけるコミュニケーション力。 

・親から離れて実践を経験として地域とつながる力を育んでほしい。 

   ・様々な体験を通して高校生のうちに自分軸を持ってもらいたい。 

   ・やりたいことを見つけられる力。自分も他人も大切にして深く考えられる力。 

・物事を先読みする力。 

   ・多くの情報を論理的思考で整理する力。（ＡＩの発達により設問力を問われる時代） 

  

３ 委員紹介、挨拶 

  出席委員及び教職員が、一人ずつ自己紹介、挨拶をした。 

  

４ 会長、副会長選出 

「「静岡県立学校運営協議会の設置等に関する規則」第 14 条の規定により会長、副会長各１

名は委員の互選によります。」と学校側が推薦を求めたところ、角入委員から、「会長には昨

年度に引き続き、飯倉さんにやっていただき、副会長は豊田さんがよろしいのではないか。」

と発言があり、全員異議なしで会長、副会長を選出した。 



５ 授業参観 

  副校長の誘導により委員が、施設見学及び６時間目の授業を約 20分間参観した。 

 

６ 議事 

「令和８年度学校経営計画」について校長が、協議資料を使って説明した。 

  各課長から校長の説明した学校経営計画を補う形で学校教育活動の取り組み状況について

説明した。 

  

７ 意見交換 

  本校の教育に期待することや助言など委員と学校との意見交換を行った。 

  Ｑ：女子生徒の比率が高いが例年のことか。 

  Ａ：特徴ある学びの中で女子生徒が選びやすいものがあるためか。 

  Ｑ：社会とのつながりとして令和８年度からアルバイトを認めている。その他の社会との 

つながりは何があるか。 

Ａ：ボランティア活動を行っている。地域と接点を持つねらいがある。 

Ｑ：防寒のセーター・ベストはブレザーを着て外から見えないのに学校指定品なのはなぜか。 

Ａ：女子のサイズアウトセーターが流行した時期があった。大きなものを着てだらしない着 

こなしとなるのを避けるため。逆にブレザーの上のアウター防寒着は指定していない。 

  Ｑ：生産業への就職が多いようだ。職場でも３年くらいで離職する若い人を目にする。就 

職した生徒のその後の情報は得ているか。 

Ａ：求人をいただくときに卒業生の動向はお知らせいただいている。１年目離職はあまり 

聞かないが、３年目離職は聞こえてくる。 

  Ｑ：生徒課のＨＰ記載内容についてご意見をいただきたい。ＢＬＡＣＫ校則という視点か 

らみていかがか。時代に合わないものはなくし、現代に合う形で作成している。 

Ａ：特に意見はない。 

 

８ 採決 

議長が、委員に審議を求めたところ全員が、「異議なし」として承認した。 

 

９ 意見交換 

  今後の学校運営に関するきづきなど委員と学校との意見交換を行った。 

  Ｑ：探究について：外部講師はかたまっているのか。 

  Å：大学や民間にあるプログラムに４～５月に応募して講師招請をしている。 

  ・インスタなどＳＮＳを使い学生がプレリリース（広報）をする学びはいかがか。 

   食品流通などは地元の企業の方とコミュニケーションをとり協力者となる会社などとの 

   リレーションを使い、戦略的な講師招請をしてみるのはいかがか。会社のマスコミ担当、 

インスタ担当とつながり利用する。将来担当になるかもしれないし。 

  ・歴史が古い学校なので卒業生が地元に多いのでは。協力者は地元に多くいると思う。 

  ・施設が広いのには驚いた。馬や豚はもういないのか。 

  ・探究について：何が特徴で何を学びたいのか考えられる 



  ・先生がリードしつつ生徒の意見を拾って実現していくことで、生徒の自己肯定感向上や 

  自己実現につながればよい。一年間見させていただき報告を期待している。 

  ・授業見学の生徒会選挙が面白かった。もっと生徒を巻き込むような感じがあればよかっ 

た。良い応援演説が印象的だっただけに少し残念であった。自分を表現する力が隠れている 

ようだ。引き出せていけたらよいと思う。 

 

10 諸連絡 

  第２回は令和８年 10月 31日（土）ＡＭ、第３回は令和９年１月 19日（火）で調整するこ

ととした。 

 

11 閉会 

  副校長が、閉会を宣言した。 

次回の日程 

日 時 令和８年 10月 31日（土） 

会 場 富岳館高等学校 応接室 

 


